
～おかやま子ども応援事業を通して～

平成２６年２月８日（土）

岡山県教育庁生涯学習課 東川 絵葉1
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本日の流れ

○ 「おかやま子ども応援事業」とは？

○ 事例紹介

○ 地域連携担当

○ すべては子どもの笑顔のために？



○家庭や地域の教育力低下の指摘に加え、子

どもの学習意欲の低下や基本的生活習慣の乱

れ、体験活動の不足、コミュニケーション能力

の低下など子どもに関する課題が指摘され、学

校、家庭、地域の連携協力の必要性が法律にお

いても規定されている。

学校学校学校学校、、、、家庭家庭家庭家庭、、、、地域地域地域地域のののの連携強化連携強化連携強化連携強化のののの必要性必要性必要性必要性①①①①

【教育基本法】（H18年12月改正）

【社会教育法】（H20年6月改正）

はじめに・・・
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●県内学校の早急に取り組まなければならない課題・・・

学力向上 学校の荒れ
不登校児童・生徒

●地域との結びつきを大切にした開かれた学校づくりの推進

学校学校学校学校、、、、家庭家庭家庭家庭、、、、地域地域地域地域のののの連携強化連携強化連携強化連携強化のののの必要性必要性必要性必要性②②②②

地域の人々からの信頼が高まる
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地域連携地域連携地域連携地域連携によるによるによるによる期待期待期待期待されるされるされるされる効果効果効果効果

◆◆◆◆学校教育学校教育学校教育学校教育のののの充実充実充実充実

・より豊かな教育活動が可能

・子どもの学習意欲向上

・多様な体験、経験の機会増加等、

・教員が子どもと向き合う時間の増加

◆◆◆◆地域地域地域地域のののの教育力向上教育力向上教育力向上教育力向上

・地域の絆づくりに効果

・まちづくりに効果

・「地域の学校」という意識の醸成

◆◆◆◆家庭家庭家庭家庭のののの教育力向上教育力向上教育力向上教育力向上

・地域住民がつながりによる安心した子育て環境
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学校支援地域本部 放課後子ども教室
家庭教育支援

拡充拡充拡充拡充

地域住民等の参画・協力

家庭生活から学校生活まで子どもの生活全体を

地域社会が一貫して支援する体制整備

心豊かでたくましい子どもの育成

学校力・地域力の向上

拡充拡充拡充拡充

ＰＴＡ

地域の大人

高齢者 中・高・大生
社会教育

施設 等

おかやま子ども応援事業

おかやま子ども応援事業の概要について
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学校支援地域本部

平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度

県内県内県内県内２２５２２５２２５２２５校園実施校園実施校園実施校園実施

おかやまおかやまおかやまおかやま子子子子どもどもどもども応援事業応援事業応援事業応援事業



放課後子ども教室
平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度

２１６２１６２１６２１６教室教室教室教室

おかやまおかやまおかやまおかやま子子子子どもどもどもども応援事業応援事業応援事業応援事業



親プロ（親育ち応援学習プログラム）

おかやまおかやまおかやまおかやま子子子子どもどもどもども応援事業応援事業応援事業応援事業



学校教育支援

放課後

・週末等支援
家庭教育支援

子どもの育ち

特徴特徴特徴特徴①①①① 教育支援活動教育支援活動教育支援活動教育支援活動のののの拡充拡充拡充拡充についてについてについてについて
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笑笑笑笑 顔顔顔顔

有機的有機的有機的有機的なななな連携連携連携連携
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おかやまおかやまおかやまおかやま子子子子どもどもどもども応援推進委員会応援推進委員会応援推進委員会応援推進委員会

学校支援学校支援学校支援学校支援

推進部会推進部会推進部会推進部会

放課後支援放課後支援放課後支援放課後支援

推進部会推進部会推進部会推進部会

地域家庭教育地域家庭教育地域家庭教育地域家庭教育

推進部会推進部会推進部会推進部会

アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー

事業事業事業事業のののの企画企画企画企画････立案立案立案立案、、、、指導者研修指導者研修指導者研修指導者研修のののの企画企画企画企画・・・・運営運営運営運営、、、、事業実施後事業実施後事業実施後事業実施後のののの検証検証検証検証・・・・評価評価評価評価、、、、市町村市町村市町村市町村のののの普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発

おかやまおかやまおかやまおかやま子子子子どもどもどもども応援事業応援事業応援事業応援事業のののの推進体制推進体制推進体制推進体制

指導指導指導指導・・・・助言助言助言助言

連携連携連携連携 連携連携連携連携

事務局事務局事務局事務局



連

携

調

整

特徴② 「地域連携担当」の配置 （Ｈ２４～）

地 域 学 校

教頭教頭教頭教頭

地地地地

域域域域

連連連連

携携携携

担担担担

当当当当

調整調整調整調整
調整調整調整調整

教職員

地地地地

域域域域

ココココ

ーー ーー

デデデデ

ィィィィ

ネネネネ

ーー ーー

タタタタ

ーー ーー

公公公公

民民民民

館館館館

等等等等
学校支援学校支援学校支援学校支援

ボランティアボランティアボランティアボランティア

公民館公民館公民館公民館のののの講座生講座生講座生講座生

ＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡやややや様様様様々々々々なななな地地地地

域域域域のののの活動団体活動団体活動団体活動団体

「地域連携担当」は学校と地域をつな

ぐキーパーソン

「地域コーディネーター」は地域と学校を

つなぐキーパーソン
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地域連携担当の職種別割合
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54.6% 33.0% 6.8%5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

教諭 教頭 主幹教諭 その他

64.9% 20.0% 11.6%3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校



地域連携担当としての役割・業務
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27.2%

55.2%

55.2%

53.6%

46.4%

23.7%

63.9%

66.8%

70.3%

77.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校の課題や願いについて、PTAを含め地域ととも

に話し合う場の設定（地区懇談会等）等を行うこと

地域連携の趣旨や地域からの情報等を校内で共通

理解すること

地域と連携した活動を教育計画へ位置づけること

地域（地域コーディネーターや公民館等）との連絡調

整をすること

校内の学校支援ニーズの把握と調整をすること

小学校 中学校



ボランティアの受け入れによる子ども・学校の変容
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7.7%

29.2%

36.2%

30.1%

4.2%

9.3%

56.7%

52.2%

20.2%

45.0%

54.3%

70.5%

14.7%

19.4%

69.8%

74.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教職員の児童生徒と向き合う時間が増加した

学校・児童生徒の教育に関する情報や課題が、地

域と共有された

教職員の「開かれた学校づくり」の必要性について

の認識が深まった

校内環境が整備された

児童生徒の規範意識が高まった

児童生徒の学校生活への落ち着きが見られるよう

になった

児童生徒の学習活動への関心・意欲・態度が高まっ

た

児童生徒が、地域住民に挨拶するなど親密な関係

を築くことができるようになった

学校支援地域本部実施校 学校支援地域本部未実施校



業務を遂行しての課題
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13.5%

19.9%

31.7%

55.4%

11.6%

10.1%

22.5%

48.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他の職員に、地域連携担当の必要性と重要性が認

識されていない

学校の教育諸活動と地域との連携をどう進めたらよ

いのかわからない

地域連携担当の役割や業務内容が明確化されてい

ない

担任等の他の校務が多忙なため、地域連携の業務

に携わる時間が取れない

学校支援地域本部実施校 学校支援地域本部未実施校



17

・地域コーディネーターや地域人材の発掘

・単独の支援のさらなる拡充と、地域人材の

有効な活用

・「地域連携担当」の重要性を啓発

今後の課題



おわりに・・・

学習支援でボランティアの力をお借りし、子どもたちに細や

かな指導ができました。 （小学校教職員）

・声をかけてくれるととてもうれしい。元気になれる。

・道で会ってもあいさつをするようになりました （児童）

・活動を地域の方や教員に喜ばれると、やりがいを感じま

す。（地域コーディネーター）

・子どもたちの笑顔が一番！生きがいを感じます。

（ボランティア）

関係者の感想
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地域地域地域地域のののの子子子子どももどももどももどもも大人大人大人大人もももも元気元気元気元気になるになるになるになる！！！！


